
研修の概要
がん研有明病院

【タイトル】
消化器がん薬物療法において注意すべきこと

【目的】
多職種の視点からの問題点の解決の解決のきっかけをつくり 病院間の連

携・交流の活性化

【対象者・人数】 WEBは100人 見学交流会は２０人
都地域がん診療連携拠点病院２６施設・近隣医療機関
可能な範囲で多職種（医師、看護師、薬剤師、MSW、栄養士など）

【目標】
一般目標 (GIO)

訪問型研修や顔の見える研修で医療の質の向上につなげる
多職種で課題を共有ができる

到達目標 (SBO)

研修にスタッフの満足度6割以上 アンケート （ＮＰＳ）
座学以上の交流の拡大（実地見学研修の受け入れ等）



プログラム1日目

開始 終了 時間 研修方法 内容

17：30 17:35 ＷＥＢ
講師講演

opening

17:35 18:05 ＷＥＢ
講師講演

免疫関連有害事象
２５分講義５分質問

18:05 ＷＥＢ
講師講演

呼吸器有害事象
２０分講義５分質問

18:30 ＷＥＢ
講師講演

大腸癌
２５分講義５分質問

19:00 15：30 ＷＥＢ
講師講演

胃癌
２５分講義５分質問

19:30 17：30 ＷＥＢ
講師講演

食道癌
２５分講義５分質問

20：00 ＷＥＢ
講師講演

閉会

薬物療法において注意すべきこと～消化器がん～

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2日目がある場合にはスライドを複製してください



プログラム
2日目

開始 終了 時間 研修方法 内容

1７：00 ＷＥＢ
講師講演

看護師の視点から
２５分講義５分質問

17:30 ＷＥＢ
講師講演

MSWの視点から
２５分講義５分質問

18:00 ＷＥＢ
講師講演

薬剤師の視点 暴露対策
２５分講義５分質問

18:30 ＷＥＢ
講師講演

薬剤師外来
２５分講義５分質問

薬物療法において注意すべきこと

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2日目がある場合にはスライドを複製してください



プログラム
3日目

開始 終了 時間 研修方法 内容

16：00 16:15 対面＠がん研
有明病院

あいさつ 参加者紹介

16:15 対面＠がん研
有明病院

当院の紹介
と目的

16:30 16:50 対面＠がん研
有明病院

各職種別交流 課題共有
医師・看護師・薬剤師・MSWの4班に

分かれる
17:00 18:00 見学 がん研有明病院 院内見学ツアー

18:00 19:00 交流

実施研修+見学

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2日目がある場合にはスライドを複製してください



研修の評価

【実施評価】
研修時間、内容などのアンケート項目を作成し評価する

【結果評価】
研修項目（座学、チーム医での症例検討会）の満足度を、
アンケートを用いて評価する。

【企画評価】
プログラムの満足度をNPS評価を用いて評価する。 集計し次回に活かす

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「効果的な研修の企画」の講義を参考に、各評価について、時期や方法、評価内容について記載してください。参考）実施評価：実施経過を振り返り、実施内容の適切性を評価する。実施内容について従事者側と参加者の反応から評価する。結果評価：到達目標（SBO）を評価する。研修前後の状態を比較してSBOの達成度を評価する。企画評価：実施評価、結果評価を踏まえ、企画全体の適切性を評価する。



都道府県の情報

都道府県内の総人口
がん死亡者数 (％)
高齢化率

1418万人
34,800人 （24.9％)

23.5 ％

病院名；がん研究会有明病院
都道府県名；東京都

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
がん死亡者数のカッコ内は「都道府県内におけるがん死亡者数／都道府県内の総人口」をお書きください。高齢化率は「都道府県内の６５歳以上人口／都道府県内人口」をお書きください。上記以外に、都道府県の特徴やお国自慢、所属施設の紹介等、ご自由にお書きください。必要があれば、６枚目のスライドにある白地図をお使いください。以下を参照しました・東京都保健医療局https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/kensui/gan/kenshin/cancer/about.html・東京都保健医療局https://www.metro.tokyo.lg.jp/tosei/hodohappyo/press/2023/11/08/10.html



都道府県内のがん患者の状況（男性）

がん種 罹患者数 罹患率 死亡者数 死亡率

肺がん 7,709人 14.3％ 4,560人 23.0％

大腸がん 8,936人 16.6％ 2,619人 13.2％

胃がん 7,197人 13.4％ 2,307人 11.7％

乳がん 人 ％ 人 ％

肝臓がん 2,260人 4.2％ 1,254人 6.3％

前立腺がん 8,998人 16.7％ 1,222人 6.2％

食道がん 2,370人 4.4％ 935人 4.7％

病院名；がん研究会有明病院
都道府県名；東京都

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
都道府県内のがんを取り巻く現状について記載してください。スライドは参考ですので、利用しなくても結構です。



都道府県におけるがん医療の特性

・高度ながん医療を提供できる大規模な医療機関が、区中央部を
中心に集積
・二次保健医療圏の平均人口は全国の約2.9倍であり、がん患者も
多い
・交通網の発達により、患者は都道府県や二次保健医療圏を越え
て受療
・「東京都小児がん診療連携ネットワーク」に参画する病院が、そ
れぞれの専門性を生かしつつ診療連携を実施
・都内には在宅療養を支える医療機関が数多くあるが、「自宅で最
期を迎えたい」がん患者のために、一層の在宅療養環境の充実が
必要

病院名 がん研有明病院
都道府県名 東京都

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
都道府県の保健医療計画やがん対策推進計画を参考に、自県のがん医療の特性を記入してください。表やグラフを用いたり、スライドを追加していただいても結構です。例）　・県西部に人口が集中している・全国と比較すると胃がんによる死亡率が高い・がん死亡者の8割が65歳以上の高齢者である・47都道府県中○番目に死亡率が高い・二次保健医療圏の平均人口は全国の○倍である



都道府県内のがん患者の状況（女性）

がん種 罹患者数 罹患率 死亡者数 死亡率

肺がん 4,413人 10.0％ 2,162人 14.9％

大腸がん 6,798人 15.4％ 2,135人 14.7％

胃がん 3,405人 7.7％ 1,209人 8.3％

乳がん 11,060人 25.0％ 1,610人 11.1％

肝臓がん 2,052人 4.6％ 662人 4.5％

子宮がん 3,176人 7.2％ 683人 4.7％

人 ％ 人 ％

病院名；がん研究会有明病院
都道府県名；東京都

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
都道府県内のがんを取り巻く現状について記載してください。スライドは参考ですので、利用しなくても結構です。



都道府県におけるがん化学療法の現状と課題

【現状】
・免疫チェックポイント阻害薬を用いた治療法について、都内の多く
の国拠点病院において実施されている
・診察前や診察後に薬剤師外来が進んでいる

【課題】
・高度な医療を提供する病院が多い割に、病院間の連携・ネットワ
ークが少なく、複雑な新規薬物療法の普及に差がある
各専門医療機関の実地の見学をする機会が少ない
AYA世代、妊孕性 仕事と治療の両立支援 ACP
単独専門病院で協力医療機関が少ない

病院名
都道府県名

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
都道府県の保健医療計画やがん対策推進計画を参考に、分かる範囲でお書きください。



がん診療連携拠点病院の情報
都道府県がん診療連携拠点病院 2施設

● 東京都立駒込病院 815
● 公益財団法人がん研究会有明病院 686

地域がん診療連携拠点病院 26施設

● 東京慈恵会医科大学附属病院 1075
● 国家公務員共済組合連合会虎の門病院 819
● 順天堂大学医学部附属順天堂医院 1051
● 東京大学医学部附属病院 1157
● 東京医科歯科大学病院 813
● 日本医科大学付属病院 877
● 聖路加国際病院 520
● 東京都立墨東病院 719
● NTT東日本関東病院 594
● 昭和大学病院 815
● 東邦大学医療センター大森病院 916
● 独立行政法人国立病院機構東京医療センター 688
● 日本赤十字社医療センター 693
● 慶応義塾大学病院 95

病院名；がん研究会有明病院
都道府県名；東京都

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
厚労省が指定するがん診療連携拠点病院の情報を記載してください。可能であれば、がん診療連携拠点病院の病院名や病床数も書き出してください。数値データはお配りした現況報告を参考にしてください。



がん診療連携拠点病院の情報
地域がん診療連携拠点病院 26施設

● 国立研究開発法人国立国際医療研究センター病院 719
● 東京医科大学病院 904
● 帝京大学医学部附属病院 1068
● 日本大学医学部附属板橋病院 990
● 市立青梅総合医療センター 521
● 東京医科大学八王子医療センター 610
● 東海大学医学部付属八王子病院 500
● 独立行政法人国立病院機構災害医療センター 455
● 武蔵野赤十字病院 611
● 杏林大学医学部付属病院 1137
● 東京都立多摩総合医療センター 789
● 公立昭和病院 485

病院名；がん研究会有明病院
都道府県名；東京都

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
厚労省が指定するがん診療連携拠点病院の情報を記載してください。可能であれば、がん診療連携拠点病院の病院名や病床数も書き出してください。数値データはお配りした現況報告を参考にしてください。



がん診療病院の情報

がん診療協力病院（20施設）
●永寿総合病院
●東京都立東部地域病院
●江戸川病院
●東京臨海病院
●東京労災病院
●東邦大学医療センター大橋病院
●東京共済病院
●JR東京総合病院
●河北総合病院
●東京新宿メディカルセンター
●東京山手メディカルセンター

●東京都立豊島病院
●東京都健康長寿医療センター
●東京都立大塚病院
●東京都立多摩南部地域病院
●東京西徳洲会病院
●東大和病院
●東京都立多摩北部医療センター
●複十字病院

●国立病院機構東京病院

病院名
都道府県名

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
その他、がん診療病院があれば記載してください。どこに、どのくらいの規模の病院が指定されているのか、都道府県のホームページやがん対策推進計画を参考にしてください。可能であれば病院名を書き出してください。ホームページ等で情報が得られない場合には各県庁にお問い合わせください。
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